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概要 言語音声メディア工学研究室では，これまで発話時

の表情，発話音声の音響的特徴，発話文字列それぞれから

感情を推定する手法について研究してきた．しかし，各推

定感情を総合的に捉えて話者の心理状態を推定するには，

これらの感情推定処理を同時に実行できるシステムが必要

となる．そこで本研究では，マイク付き Web カメラで撮影

している動画像に対して，表情，音響的特徴，文字列を抽

出し，並列に感情推定処理を実行するシステムを構築する．  

1 はじめに 

近年，我々の生活にロボットが浸透するにつれて，人間

とロボットがコミュニケーションをする機会が多くなった．

人間とロボットがより円滑なコミュニケーションを行うた

めにはロボットが人間の感情を推定する必要がある．感情

推定を行わなければ，ロボットは人間の発話の字面しか考

慮しないため，ロボットは誤った返答をしてしまう．例え

ば，人間が元気なく「元気だよ」と発話したとき，感情推

定を行わなければロボットは「それは良かったね」と不自

然な返答をしてしまう． 

そこでこれまで人間の感情を推定するためのさまざまな

手法が提案されている．その情報源としては主に，表情，

発話音声の音響的特徴，発話文字列などが挙げられる．ほ

とんどの手法は単独の情報源だけから感情推定を行ってい

るが，実際の人間の心理状態としては，皮肉やツンデレの

ように，各情報源から推定される感情に食い違いがあるこ

とによって，複雑な心理状態が表現されていることもある． 

そこで本研究では，話者の表情，音響的特徴，文字列か

らそれぞれの感情をリアルタイムで推定し，出力するシス

テムを構築することを目指す． 

2 リアルタイム感情認識システムの処理の流れ 

本論文で提案するリアルタイム感情認識システムの処理

の流れを図 1 に示す．まず，話者が web カメラの前でマイ

クに向かって話すと，発話シーンの動画が web カメラによ

り取得される．この動画像から約 100msec ごとに静止画像

を抽出し，それぞれの画像から話者の表情を推定する．そ

してそれらの表情推定結果を統合し，動画全体の感情を推

定する．顔画像処理と並行して，音声信号に対する処理も

行う．まずマイクから取得した音声の波形から音響的特徴

を抽出し，その特徴を用いて感情を推定する．また，音声

から音声認識ソフトを用いて発話文字列を取得する．抽出

された文字列に形態素解析を行い，解析された字句の意味

から感情推定を行う．このようにして表情，音声，言語か

ら推定された感情について，それらの一致あるいは食い違

いに着目することで，話者の複雑な心理状態の推定を行う． 

 
図 1 システムの構成図 

3 感情の推定手法 

3.1 表情からの感情推定手法 

表情からの感情推定は，web カメラからの映像をフレー

ム単位で切り出し，顔の静止画像を取得する．それらの画

像からオムロンの OKAO Vision[1]を用いて，表情を推定

（無，喜，驚，怒，悲）する．その推定表情を用いて動画

全体の表出感情を Positive，Negative，Neutral に分類する．

現段階では，推定されたフレームごとの感情を全て出力す

る方法と，推定された画像の中でもっとも頻度が高い感情

1 つを出力する方法を想定している． 

表情から人間が推定した結果と提案手法を比較すると，

感情を全て出力する方法では一致率が 0.38 となっており，

頻度が高い感情 1 つを出力する方法では一致率が 0.55 とな

っている．また，Positive では精度が 0.76 となっているが，

Negative，Neutral ではそれぞれ精度が 0.43，0.13 となって

いる． 



3.2 音声からの感情推定手法 

音響情報からの感情推定は，マイクを通して取得した音

声から openSMILE[2]によって音響的特徴を抽出し，その特

徴を用いて識別器である Support Vector Machine（SVM）で

音声を Positive，Negative，Neutral の 3 クラスの感情に分類

する．openSMILE は，音声の波形からさまざまな特徴量を

計算するツールである．算出する特徴量は，音の大きさ，

メル周波数ケプストラム（12 段階），ゼロ交叉率，声であ

る確率，基本周波数と，各波の一次導関数の合計 32 種類の

波形である．そしてその各波形から最大値や平均など 12 種

類の静的特徴量を算出するため，1 つの音声から取得でき

る特徴量の数は 16×2×12=384 種類となる． 

音声から人間が推定した結果と提案手法を比較すると，

一致率は 0.56 となっている．また，精度は Positive が 0.70，

Negative が 0.62，Neutral が 0.51 となっている． 

3.3 言語からの感情推定手法 

文字列からの感情推定は，まず，発話音声を音声認識エ

ンジン Julius[3]によって文字列に変換する．次に，分割し

た単語列を形態素解析システム MeCab[4]によって形態素解

析する．最後に，発話文字列に含まれる語に対して日本語

評価極性辞書[5]を用いて，発話全体の持つ感情を Positive，

Negative，Neutral の 3 クラスの感情に分類する． 

提案手法では品詞・係り受け情報，深層格情報を基に文

字列の極性推定を行う．文字列に対して，日本語評価極性

辞書を用いて文字列に含まれている名詞，用言 (動詞，形

容詞，形容動詞) の評価極性を抽出し，係り受けの関係を

考慮しつつ文全体の感情極性を推定する． 

4 3 つの感情推定結果からの複合的な心理状態

の推定 

表情，音声，言語それぞれにより推定された感情より，

複合的な話者の心理状態を推定する． 

提案手法では，3 つの推定結果にそれぞれ重みを付けて

統合し，最終的な話者の感情を出力する．重み付けは上村

らの研究 [6]を参考にする．出力としては，Positive，

Negative，Neutral の度合を取得し，その度合より感情を決

定し出力する． 本研究では，Positive，Negative，Neutral の

度合の出力を目指す． 

5 まとめ 

本研究では，表情，言語，音声のそれぞれの感情を

Positive，Negative，Neutral に分類し，出力するシステムに

ついて述べた． 

今後は，3 つの出力結果を基に話者の感情を“喜び”や

“悲しみ”のように出力できるようにしていきたい．その

ためには，どのような感情を出力として持ってくるかを決

める必要がある．また，それぞれの感情の出力も Positive，

Negative，Neutral ではなく，より多様な感情を出力できる

ようにすることで，複合感情などを推定できるのではない

かと考えられる．またそれには，表情，音声，言語につい

てどのような感情を出力するか，それらを合わせたときに，

どのような感情を出力するかを検討する必要がある． 
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